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テ ッ ト(G.1.Ramstedt),ッィーメ(P.Zieme)等に よってそ の時 々になさ
れ てきた,東 トル キスタン出土 の古代 ウイグル語法律 ・経済文書 の多数 の出版
と研究 は,周 知 のよ うに9世 紀か ら13世紀 の高 昌ウイグノレ王 国におけ る社会生
活 の様 々な分野 について の一定の認識 を作 り出す ことを可能 ならしめた.
この国家 の領土や隣接す る地方 で発見 された大量 の書写文献のおかげ で,東
トル キスタンに あった この小 さな国家一 かつて強大 であった ウイグル可汗国
の名残 り一 には,あ る頃か ら研究 の対象 と して特別 な注意が払われ てぎてい
る.
これ らの文献,特 に古代 ウイグル語 の法律 ・経 済文書が,広 い意味 での古代
*【 】一 翻訳者 によ る補足..
*(固名)一 「固有 名詞」の略.
(185)
チ ュノレク社会 の構造 を研究 するために特別 な学術 的意義 を もっている とい うこ
(1)
とは,繰 り返 し注 目されて ぎた.本 稿 においては,ソ 連科学 アカデ ミー東洋学
研究所 レニ ングラ ー ド支部写本 コレクシ ョンの2つ のウイグノレ文書 で,こ れ ま
でのラ ドロフとマ ーロフの出版物 に入 らなかった ものが発表 され る.発 表 され
る文書 には十二支 で年代 が記 され ている.し たが ってそれ らが作成 された時期
については,お よその ところ しか判断で きない.そ れ らの一方(1)は,資 料
全体(書 体 の特徴,書 法,言 語,そ の他)か ら,比 較 的早 い時期 一 高昌 ウイ
グル王 国の最盛期(10-11世紀)一 の もの と認 め られる.こ の文書 は書 式 も
内容 も変 わ っている:書 式(様 式)の 面 で,そ れは現在 までに知 られている ウ
イ グル文書 と一致 しない し,内 容 の面 で もそれは,支 払 うよ うに前 もって決め
られた税 の額 についての,複 数の人 の間の取決 めとい う,以 前に報告 された こ
とのないタイプである.特 に注 目に値 するのは,こ の文 書で,辞 書に示 された
(2)
その単語 の一般言語学 的な意 味に よる と,現 在 までは 「害,損 失,損 害」 と訳
されて きたqorと い う術語の概念が明 らか に な っている ことである(参 照:
註1,1-2).文 書 の内容 か らして,ウ イ グノレ法律文書 におけるqorと い う
術語 は,明 らか に特別 な種類 の税 を意味 していた.文 書 の本文 では至 る ところ
で小 さい税(ki6igqor)について話 されてお り,こ のこ とよ り,そ れ には少 な
くとも2つ の種類が あった と結論 できる.こ の税 は現物:小 麦,葡 萄酒,棉 布,
家畜等 で支払 うことがで きた が,一 方 で,支 払い の忌避 は追加徴税 を もた らし
得 た(参 照:註1,1-2)。
文書 は古典的 な古代 ウイ グル語 で書 かれているが,そ れ と同時 に,例 えば,
2桁 の数詞 が異 な った規準 に よってつ くられたために,文 書 の別 々の処 で表現
上統一 され てい ない とい うよ うな側面が見 られ る(第1行 のikiotuz「22」,
(1)A.v.LeCoq,``HandschriftlicheuigurischeUrkundenausTurfan",丁銘r6π8
1918,p.451;M.Mori,``AStudyouUygurDocumentsofLoansforConsumpt…on"
ハ467πo`プ∫o.f読8R6∫6αrσゐD6ρ αr彦耀 漉oプ 功 βToッoB雌 ん020,Tokyo1961,p.112
C.E・ 巫aJIoB,5`双Bay茸rypcKHx双oKyMeHTa",Po60〃z配βo` o彰κ020φακン瀦 〃昭〃3α(ψθ∂κθ
,4鋤α〃πκ020roσy∂αアo班θθκκ020y砺8塑oμ〃θ配α,TamKeHT1927,p,388;ひ5ヵ,p。VI.
(2)参 照:U.巫 ・赫e刀HoPaHcK職Aアα6一φ襯04020〃 弓{ρθ蝦o溜 刃鍬 κθ,CrI6.1900,p.0107;
ハf1(III,122.
(186)
第11行のonjeti「17」を参照).こ の よ うな一貫 性の無 さが生 じたのは,恐 ら
く書 き手が文書の最初 では伝統的な定 式一 決ま った型 一 に従い,そ の後の
表現 では一般 的に使われる 日常の話 し言葉に席 を譲 って,第11行 に見 られ るよ
うな数詞onjetiを使用 したか らなのであ る.
文書 の書法上 の特徴 の一 つ として,硬 音 系列の閉鎖 子音 をQ文 字に よって表
わす際 に,左 に(上 に)1圏 点 を打 つ ことの方が,2圏 点 を打 つ よ りも多い と
(3)
い うことを指摘 で きる.
ソ連科学 アカデ ミー東洋 学研究所 レニ ングラー ド支部の コレクシ ョンには文
書 の写真複写 が蔵 されてお り,文 書 の余 白には0.2と い う整 理番 号が記入 さ
れ ている.文 書 の入手時期 と場所 は明 らかで ない.
2つ 目の文書(五)そ れは1区 画 の土 地の譲渡 についての紋 切型の証 明
(4)書
であ り,既 発表 のタイプの文書 の書式通 りに,目 立 った逸脱 な く作成 され て
いる.こ の文書 で注 目に値 するのは,「 本文書 には,譲 渡 され る土地 を過去 に
おいて他入 か ら手 に入 れた ことを証 明す る書類 が添付 され ている」 とい う指摘
が あるこ とである.
この文書の言語 と正書法 は,古 典的 ウイ グル語文字体 系における規範 の若干
の 「乱れ」が,文 書の作成 され る時期 までに比較的安定 した形 になって いた こ
とを示 してい る.そ うい った例 として,【①】jorymaz-un,qylmaz-unの代 わ
りに,jorymasun(第11行),qylmasun(第10行)と書 くこ と;【②】 硬音系
列 と軟音系列の 円唇母音の,表 記上 の区別 を無視す るこ と(比 較:bir茸r-man
(第2行),tam茸r(第3行),t廿kal(第12行),ol(第13行)等);【③】古典
的 ウイ グル語の定 まった規範に基づいては予見 され ない所 にD文 字 とS文 字が
現 われる こと(比較:bidig(第2行),sadγyn(第6行),IUs-1uγum(第9行),
s雄sin6(第1行)等々)を 指 摘で きる.
(3)参 照:A.vonGabain.A漉 蹴 δ々∫σ加G7α7π2πα巌,Le三pzig1950,P.17。
(4)N.Yamada,``UigurDocume無tsofSaleandLoanContranctsBroughtbyOtani
Exped三tions",ル∫θπ30`r50∫雍8Rθ58¢rσゐ ヱ)8ρ4r`ηz8π彦o∫ 痂6ToッoB昂 π彦023,1964,
pp.71-118,4pls.
(187)
j壮z1茸9苞1nとい う単語がonluγumjUs-1uγum(第9行)とい う語結合 で
jUs-1uγumとい う形 に歪 曲 されて 書かれてい るの は,恐 らく,文 書 の作成 さ
れる時期 までに単語 の真の意 味についての理解 が失 われた.とい うことで説 明が
つ く.こ れ らの点 は,総 じて文書 が比較 的後 の時代 に作成 された ことを物語 っ
ている o
文書 は薄 く白い紙 に書 かれ,紙 葉の大 きさは19×21.5cm,保管整理番 号は
krI.V618である.













































































































牛 歳3月22日 に 〔我 々 の]承 諾 と 同 意 を も っ て 我 々 は10の 小 税 計 算 書 を 作 成
し た.我 々 は,種 蒔 き や 木[の 栽 培]に 応 じ て10の 小 税 全 て を 享 有 い た し ま し
ょ う.恵 み あ れ.サ ク ッ ク ・イ ト ゥ セ リ,お ど け 者 の ヤ ブ ド ゥ,孤 立 し た コ ル
ン チ ュ ッ ク,戦 闘 用 の 甲 冑 で 武 装 し た ク ト ゥ ル ク ・ア パ,ビ リゲ ・ス ィ ン ク ル,
シ ョ ク テ ・イ族 の ヤ ラ チ ュ ノレ,タ イ,イ ェ ッ ク ・ス ィ ン ク ノレ,ウ ィ ト ゥ ・ズ ィ ン
ク ル,ト グ ラ ・ス ィ ン ク ノレ,エ リ ・ス ィ ン ク ノレ,イ ネ リ ・ス ィ ン ク ル,ウ ィ タ
チ ュ ッ ク ・ユ ズ ・ケ レ,ウ.イ ト ゥ ・セ リ,ト ゥ ィ ク ィ ・ ゴ ノレン チ ュ ッ ク,イ ィ
ン チ ケ ・ヤ ブ ド ゥ,イ テ ィ ・ス ィ ン ク ル,ク ト ゥル ク ・ア パ,ア タ ム 」ス ィ ン
(189)
クル(又 は:我が祝福すべぎ先祖,我 が父スィンクノレ)に恵みと幸福あれ,我
々は,全 ての小税 として,我 々の統治者の法規に[基づいて]有効になる法に
従って,2シ グ 【石】の小麦 と17巻ぎの棉布を支払 う.もし誰かがこれら10の
小税を免れ ようと意図するなら,市の 統治者に 自由放牧地の馬を納付せしめ
よ,ま た,全 ての小税に対 して 【1匹の】肥えた羊,1皮 袋の葡萄酒を個々に
【?】,そして 仏像のための美 しい衣服を納付せしめよ.これについて我々は
合意に達 し,本文書を作成 した.
文 書 ∬ 翻 訳
犬歳8月26日 に,私,ム ンスズ ・カヤは トゥル ムィシ ュ・テ ミュノレに,我 が
父 が 【私 と】 オギ ュ リュクチ ェ ・テ ミュルに分配 しておいて くれた ところの,
[かつては]チ ョク ・アデ ィル イプ(?)ト ゥィンカの[所 有 であった]葡 萄園
に関 して,書 面 に よる証 明書 を手渡 した.私 は,こ の葡萄園に対 して私に は主
張 する権利 がない とい う書面に よる証明書 を渡 した;[こ の]証 明書 の真実性
の確認 として,私 はその土地 を トゥィンカよ り買 った こ とについ ての文書 の原
本 を手渡 した.今 後 とも,私 自身,我 が息 子(子 供)た ち,兄 弟た ち,[戦 士]
10人[を外へ 出す力]の[あ る]我 が共同体,100人の 戦士か らなる我が共同
体,そ して[他 の]誰 かれを問わず,争 いを企 て させる な.も し企てて も,彼
らの主 張は通 らない よ うに.こ の契約 の証人 は,コ ラ ・クィタイ;証 人 た ちは
キ ュンテ ミル,ア チ プカ,ト ユケ リ 。カヤ,ブ ヤ ン ・カヤ.こ の印は私一 ム
ンスズ ・カヤの もの.私 トグダは,ム ンスズ ・カヤの言葉 よ り書 き記 した.
注 釈
1,1-2.古 代 ウイグノレ語 の法律 ・経済文 書で,qorは 態格 【essive】と欠格
(190)
【abessive】(qorluγ,qorsuz)の形 で しば しば現 われ る.比 較:luluγ6yki§i
qorluγbolzun[_]qorsuzbolzun《Let[...]theollewhodeprives
sufferloss!Let[_]notsufferloss》.(「奪 う者 は 損 害を受け,買 い手
は損害を受けない よ うに」).N.Yamada,"UigurDocumentsofSaleand
LoanContranctsBroughtbyOtaniExpedition,,,M勿30〃ε げ 漉θR8-
3θαπ乃D8ρα7魏θπψげ 彦ゐθTbッoβ 観 々023(1964),1967,p.106;乙彫,
p.280;ノτ7てみp」458b.







上 に引い た構文 において観察 され る統辞 関係 と系列関係の対 比に よって,文
の諸成分 の統語論的役割 と,そ れ らの 「本来 の言葉 の」意味 とを判 断する こと
が で きる,単 語qorは,語 結合 において支配 的地位 に立 つ単語 として現 われ,
それに,語 彙的 な修飾語 であるki6ig(性質形容詞),on(数 詞),bu(指 示
代名詞)が 従属 してい る.こ れ らの統語論的 な配 置は,修 飾語 の語結合 におけ
るそれ らの 位 置,す なわち,定 義 され 定形 化 された 語順 に 一致 している(参
照:JI・K)・Tyry田eBa,17(2ρπ∂oκ040880ηθ∂θ疏 〃zθ沼6κゐ∫κκoκo〃照yκ卿 πκ
(肋 溜 耀 ρμα2θ〃α〃即0κ0ε0π36`κα),ABTopeΦ.KaH几ムHcc.【「修飾語構
造 におけ る語順(タ ターノレ語 の資料 におけ る)」,修士論文要 旨】MOCKBa1969,
p9).単 語qamaγ の配置 だけが はっき りしない もの として残 る.そ れ は一見
した ところ では様々 な解 釈を許す.構 文の 中でそれ に割 り当 てられた性質形容
詞 と数詞の前 とい う位置 は,形 動詞,属 格形 の名詞,代 名詞(定 代名詞,指 示
代名詞,そ の他)に よ6て 表わ された修飾語が 占めることが できる,形 態的特
(191)
徴 に よる と,単 語qamaγ は最初 の単語 に も2番 めの単語 に も決 して帰属 し得
ない.語 結合bizqamaγを独立 のグル ープ として分け る とい う可能性 が考 え
られ るが,や は り形態的 な確証 はない.な ぜ な らエザ ーフェ構造 皿式 と皿式に
従 ってつ くられ る,上 述 のタイ プの 代名詞結合 におけ る2番 めの成分 は,所
属接辞 を 持 ってい るべ きであ るか らであ る(比 較=6e3Y3e6e3「我々 自身」,
aπap6apqacbl「彼 ら全 て」).この単語 を,支 配 的な単語qorを 持 つ 修 飾 語
構造の成分 に入れ られた,代 名詞的修飾語 と解釈す る可能性だけが残 ってい る.
か くして達成 された,諸 構成要素の統語論的位置 の説明に よって,次 の よ う
な唯一可能 な構文の訳が提案 できる:「全 ての10の小税」.これに よ り,古 代 ウ
イ グル社会には特別 なタイ プの税一 小 さ く,10の種 類を持つ税があ った と結
論 で きる.文 書の内容 よ り,こ れ らの税 の額は,そ の当時存在 していた法律に
よって 定 められていた こともまた 明 らかで ある(tirkinimizqant6r茸一da
joruγ,第10行).税として2シ グ 【石】 の小麦 と17巻きの棉布が支払われ る.
税 の支払 いを忌避 しよ うとした者は,そ の上 さらに 自由放牧地の馬1頭 と肥 え
た羊 【1匹】 と1皮 袋 の葡 萄酒 と仏像用 の美 しい衣服 を も市の統治者に支払わ
ね ばな らなかった.文 書の本文 に基 づけば,こ れ らの小税 は特別 な役割を持 っ
ていたのであ り,仏 典 の写経(参 照:仏 典 の古代 ウイ グル語へ の翻訳 に対 する
コロフォン:R。RahmetiArat,E5腕痂 漉 鉾rゴ,Ankara1965,pp.213-242)
と同じ く,自 らの氏族へ の善行 であって,氏 族 の代表者 たちの幸福 な暮 らしに
寄与す る と見徹 され ていた と仮定 できる.
1,2.60ηuγ:こuη漢語q》KaH【帳?】 「計算書」(?)の 対 格形.
1,2・s盗6U:動詞sa6一に 一u/一茸 がついた形容詞形(参 照:A・MH工ep6aK,
∫ン傭 灘 〃Z〃%θ0κ誠0仰 κπ3ろ`κα〃Z'0アκ0κ砿 〃2θκ0〃ZO8X㎜8aπ3β00一
加醒 κoε07ンァκ80〃σκσ,瓢ocKBa.JleHHHrpa双1961,p.118)で,一連 のチ ュル
ク諸語 におい て 「選ぶ,選 びだす,分 離す る,等 級 に分 ける,(あ る特徴 ・標
識 によって)識 別す る,気 づ く」(7》 昭κo「〃ooκ誠 粥oθαア∂,1WOCKBa1945,
P.525a;・43印6誠∂2κακoκ〇一〃ooκ罐 粥06叩∂,BaKy1965,P.303a)の意
(192)
味 で現 われ る;sa甜biliginl文字 どお りの 意味は 「取 られ,選 びだ された 知
識 を もって」,「意識的 に⊥
1,3。jig(i)mli:元々はjimliと書かれたが,文 字Gが 後 で横 に 書 き加 え
られた.一 対 の語結合lig(i)mliyγa61yの第1要 素 である.ekim「種蒔 き」
(MKI,p.75)とい う単語 と対比 で ぎる.な ぜ な ら語頭 に添加 文字jを 伴 うそ
の異体が該当 する位 置に現 われる ことは十分 に許容 し得るか らである(比 較:
inき茸～jan澱 「真珠」,at～jat「肉」,aski～jaski「老いた」 等 々(A.瓢.
II又ep6aK,qρoθκμ〃z8/2bκαπ φo冠θ〃zκα 〃2κワκoκπκ 刃3配κoθ,刀【eHHHrpa八
1970,p.80,pp.179-185)).
1,4.maηiこi:maηi「楽 しみ,喜 び,幸 福」 か らつ くられた,行 為者 を表
わす名詞形(ノτTGp.342a).チュル ク諸語 において 一6yII一こiによって形成 さ
れる ものの基 本的な意 味 とな ってい るのは,周 知 の よ うに,行 為 者を表 わす人
称標識 である.こ れに呼応 して,単 語maηi6iは,「喜 び,楽 しみを創造す る,
もた らす もの」,「ひ ょうぎん者」,「愉快 な人」 と翻訳 され るべ きである.
1,4.jartymlyγ:「別 の,異 なる集 団に属 す⊥lartym「部分,分 け前」
か らつ くられた 態格形.(参 照:(LCIauson,11πE砂〃zoZo8加JDゴ`'加〃ッ
qズ脅 θ一賜fπ%π彦ん一(老η伽プツ 距 ア々 ゴ∫h,Oxford1972,P.961b)
1,10.tirkin(～terkin,terkan):「地方の統治者」.比 較:MKI,P.441.
1,11.訂γ:[漢語:石]穀 量 で,60リ ッDレ に相当する;後 代 には土地 の




1,11。ti甑rim:「紡 績糸の一巻 き」?.参 照:MKI,P.485.
1,12.bagi・ga:名詞bagの 三人称単数所属形 に与格 がついた もの.古代 ウ
イ グル語 において三人 称所 属形の名詞に 「挿入 された」nな しで与格形が形成
された数少ない例 の一つ.こ の よ うなタイ プの語形成 は,周 知 の よ うに,カ ル
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ル ク・ホ レズ ムグル 一ープのチ ュル ク諸語に特徴的で ある(参照:H.A.BaCKaKOB,
7)oアκo概θ刃3ゐ∠鵬MocKBa1960,p.176).
1,13・baき1aγ:「自由放牧地 に放 たれた馬」.比較:MKI,P.461.
1,14.jivil:「着飾 った」.動詞語幹*jivi一よ り派生 した形容詞 で,こ の動詞
語幹は,livig「飾 り」(5πη,3542),jivi1一「飾 る,着 飾 る」(8蜘,5669)とい
う形 で保存 されて きてい る.t茸ka1(動詞tUka一「終 る,枯 れる」 よ り),yna1
(動詞ynan一「信用 する」 よ り)等 の型で形成 された ものである.
1,14.ts(》一so:[漢語:T'〇一C朋【図像?】]像(?) .
1,15.ba§bitig:原文書.写 しでは な く原本.baきbitigとい う術語 と共
に,同 じ意味 で6ynb誌bitig,6ηbitigとし・う術語が用 い られ る(参 照:R・
RahmetiArat,"Eskit廿rkhukukvesikalar1",ExtraitdeJ3FOπ65,
1964,pp.26-27).
II,1.[sa]ksi(n)6:明らか に文字KSCが 読 める。ksと読む こ との正当
性 は,第2行 の単 語muηsuz(MUNK:SUZ)に:おける同 じ文字結合 の書体 の特
徴 によって確認 され る.
II,3-4・こoqadyrypは,abamnyηδ9茸r茸k6談tam廿r-ka廿1廿きqylyp
qodmyS60qadyryptyηq-aborluqyn-qa_とい う構文 の 一要素 として現
われ る.行 末が損傷 しているので,そ の読 み と解釈 は若干 困難 にな ってい る.
残 ってい る部分 よ り,こ の文 に おいては,エ ザ ー フ ェ第 皿式 の2つ の成 分
(abamnyη_borluqy)によって区切 られ た入れ子型 の限定語構 文が示 され
てい るこ とが 明 らかである.周 知 のよ うに,入 れ 子には,同 じ構文 に帰属 し,
その構文 の支配的 な単語 に直接 または間接 的にかかる ところの諸要素が含 まれ
る.こ の事実 は,語 結合60qadyrypが 副動詞構文 である とい うことを外見
に基づ いて判定す る可能性 が,こ の場合 は従属 する諸要素 の特性 のために正当
化 され ない,と 主張す る根拠 を与 えている.限 定語構造 における従属 的要素 と
しての副 動詞 は,動 名詞 か形動詞 に付いて現われ得 る.し か し単語tyηqaも
borluqyも動名詞や形動詞 では な く,従 って,副 動詞形 を した従属的要素 を
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持 つ ことはで きない.こ の状 況におけ る副 動詞構文 は,総 体 としての全構文 に
従 属 しない挿入要素 としては現われ得 るが,そ のよ うな場合は極 めて稀で ある.
この語結合は60qadyryPtyηqaから成 る 固有名詞 の 一部,又 は固有名詞
tyηqaに対 するあ る種 の限定語 と解 釈す る方がは るかに大 きな根拠を持つ.
II,7.こalnqaraq舘:「争 い」.こ の 文書 で 一対 の 語結合 が 占め る 位置
に,ウ イ グル文の 法律文書 では別 の 語結合6am6arym「 争 い」が 現われ る
(比較:6amymqaraqS-ajoq(第7行)「私 には主張す る権利 がない」,6am
qaraq忌一aqylmasun-1ar(第9-10行)「争いを企て させ るな」;s6z-imsabyln
6amym6arym[ym]joq(聯,116,13)「如何な る異論 も権 利の主張 も私に
はない」,6am6arymqylmasun(C.E.瓢amB,",aBay蜘ypcKHx双oKy-
MeHTa",P.393,215)「争い を企 てさせ るな」).おそ らく,qaraq甑とい う単
語は,古 代 チ ュノレク語書写文 献 においてqaraq6y「強 盗」(QBN3981),
qaraqla一「略奪す る」(MKIII,P.338)とい う形で記録 されてい る語幹qaraq
か ら形成 されている.qaraq甑は,単 語6arymの 類似物であ るので,よ っ
て全 てのデ ータを通 してそれに合致 す るはずであ り,従 って動詞か ら派生 した
実詞 である公算 が大 ぎい.形 自体は,そ れは 一u,遜,一y,一i,一a,一aで終 る,動
詞か ら派 生 した 実詞 に近 く,k6rきi「友人」,「隣人」(kδr聴一 「会 う,出 会
う」+i)型 に形成 されている:qaraq+y§(協同形)「 お互 いに 奪い合 う」
+a(名 詞).
11,9.onluγumj廿sluγum>onluq(j廿zl茸k,miηlik):兵役 に適 した十人


















ajd一 尋 ね る
ajdypII,14
balyq城 市1,12
ba§:ba§bitig基 に な る,本 物 の 文 書 の 一 通
ba首laγ 自 由 放 牧 地 に 放 た れ た 家 畜1,13

































6amla一 争 う,訴 訟 に 参 加 す る
6an割【a-sar-1arII,10
6yn正 し い,真 実 の;本 物 の,確 実 なH,5
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jabdu〔 固 名 〕1,4,8
jala6ur〔固 名 〕1,6












jory一進 行 中 で あ る,効 力 を 持 っ て い る
jorymasunII,11
joruγ メ ッ セ ー ジ に あ る と こ ろ の1,10
j廿sluγ兵 役 に 適 し た 百 人 の 男 性 を 供 出 で き る 共 同 体
j茸s-1uγumII,9
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j廿z=鎖zkara〔 固 名 〕1,7
kara参 照:」{iz
ldd一 去 る,回 避 す る
kid晦廿nI,12
ki6ig小 さ い,幼 い1,2,3,10,12,13




k廿ndamOr〔 固 名 〕II,12
ma(疑 問 の 助 詞)II,9
m蓉n私II,1,8,13

















δ9UrUk6a:090r廿k6atam倣 〔固 名 〕
69廿ruk6atamUr-kaII,3
6s自 身,自 己 の
6s廿mII,8
qa一 並 べ る,つ く る
qadymyzI,2
qamaγ す べ て1,1,3,10,13
qan統 治 者1,10























qutlu7(i)幸福 な,恵 ま れ た1,3,9
qutluγ(ii)〔固 名 〕1,5













S6Z言 葉,話;反 論,権 利 の 主 張
sδz-1ari-mizII,1041
sδz口kaII,11
§yγ[漢 語]容 量 の 単 位 で,お よ そ60リ ッ トノレに 当 た る;土 地 の 尺 度1,11
tanuq立 会 入II,11,12
taplaき一 交 渉 す る,一 致 す る
tapla§yp1,15
taj〔 固 名 〕1,6
憶 一 話 す
(201)
tap(従 属 節 を 導 く)II,5
tag似 た;等 しい,合 致 す る1,3
tamUr参 照:69廿r廿k6a
ti一話 す;思 う,思 案 す る
tisarI,12
tirkin地 方 の 統 治 者
tirkinimizI,10
ti馳「im糸 一 巻 き1,11
tyηqa〔 固 名 〕II,4
tyηqa-tynII,5




t6rU秩 序,習 慣,法 規
t6rUdaI,10,11
t6z基 礎;家 系,出 自
t6z1萱gI,6
tso　su[漢 言吾]像1,14
turma§:turm雄 憶mUr〔 固 名 〕
turmaきtam茸r-kaII,2
t廿kal:樋kalq(a)」一a〔 固 名 〕II,12
ud雌 牛1,1
驚Un(後 置 詞)_の た め にII,5
貸6三
廿6直n61,1
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QB1>Q漉 α4μB漉8(ナ マ ン ガ ン写 本).
翫"翫 脚 彫 αρ7αう肱5α(金 光 明 経).ウ.イ グ ル 語 版 テ キ ス ト.ラ ド ロ フ と マ
・一ロ フ に よ る 出 版 .BibliothecaBuddhica,XVII,issueI-VIII.Cn6.一
nrp.1913-1917.【再 版:「 仏 教 文 庫 』 名 著 普 及 会 編1978】








一 テ キス トの損傷部分.
一 翻訳 におけ る説 明の補 足.
一 テ キス トには標示 されてい ない,再 構 され る音
*訳 者附記
原文 のローマ字転写 におい て,iとy及 びy.とjの 混用が見 られた ので,
i→y,y→1に 統 一 した.
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